
省

令

告

示

平成™œ年œ月™—日 月曜日 第�—›Ÿ号官 報

第
九
十
六
条
第
五
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

退
職
給
付
に
係
る
調
整
累
計
額

第
九
十
六
条
第
九
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
五
項
第
五
号
の
退
職
給
付
に
係
る
調
整
累
計
額

次
に
掲
げ
る
項
目
の
額
の
合
計
額

イ

未
認
識
数
理
計
算
上
の
差
異

ロ

未
認
識
過
去
勤
務
費
用

ハ

そ
の
他
退
職
給
付
に
係
る
調
整
累
計
額
に
計
上

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度

に
係
る
計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
百
九
十
四
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日法

務
大
臣

谷
垣

禎
一

住
所
東
京
都
町
田
市
原
町
田
３
丁
目
1
7番

1
7号

韓
斐
玲
昭
和
3
9年
７
月
2
3日
生

住
所
東
京
都
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
２
丁
目
１
番
1
0号

杜
昭
和
4
1年

1
0月

2
8日
生

住
所
神
戸
市
中
央
区
山
本
通
５
丁
目
1
0番
７
号

チ
・
ユ
ウ
・
ヤ
ン
昭
和
4
5年
８
月
1
2日
生

〇
総
務
省
令
第
五
十
六
号

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
五

十
一
年
政
令
第
百
二
十
九
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
特
定
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
管
区
海
上
保
安

本
部
の
事
務
所
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

特
定
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
管
区
海
上
保

安
本
部
の
事
務
所
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

特
定
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
管
区
海
上
保
安
本

部
の
事
務
所
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
六
年
総
務
省
令
第

百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中「
、
海
上
保
安
航
空
基
地
及
び
海
上
保
安
署（
管

轄
区
域
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を
「
及
び
海
上
保
安

航
空
基
地
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
十
六
号

会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
四
百
三

十
二
条
第
一
項
、
第
四
百
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項

並
び
に
第
四
百
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
会

社
計
算
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日法

務
大
臣

谷
垣

禎
一

会
社
計
算
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

会
社
計
算
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
い
う
」
の
下
に
「
。
第

七
十
五
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
る
。

第
七
十
四
条
第
三
項
第
四
号
中
チ
を
リ
と
し
、
ニ
か
ら

ト
ま
で
を
ホ
か
ら
チ
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ニ

前
払
年
金
費
用
（
連
結
貸
借
対
照
表
に
あ
っ
て

は
、
退
職
給
付
に
係
る
資
産
）

第
七
十
五
条
第
二
項
第
二
号
ハ
中
「
及
び
前
号
ニ
に
掲

げ
る
引
当
金
」
を
「
、
前
号
ニ
に
掲
げ
る
引
当
金
及
び
ニ

に
掲
げ
る
退
職
給
付
引
当
金
」
に
改
め
、
同
号
中
チ
を
リ

と
し
、
ニ
か
ら
ト
ま
で
を
ホ
か
ら
チ
ま
で
と
し
、
ハ
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

退
職
給
付
引
当
金
（
連
結
貸
借
対
照
表
に
あ
っ

て
は
、
退
職
給
付
に
係
る
負
債
）

第
七
十
六
条
第
七
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
号
」
の
下
に

「
及
び
第
五
号
」
を
加
え
、同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

退
職
給
付
に
係
る
調
整
累
計
額

第
七
十
六
条
第
九
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
七
項
第
五
号
の
退
職
給
付
に
係
る
調
整
累
計
額

次
に
掲
げ
る
項
目
の
額
の
合
計
額

イ

未
認
識
数
理
計
算
上
の
差
異

ロ

未
認
識
過
去
勤
務
費
用

ハ

そ
の
他
退
職
給
付
に
係
る
調
整
累
計
額
に
計
上

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
二
十
六
号

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
政
党
の
届
出
に
つ
い
て
、
自
由
民
主
党
か
ら
訂
正
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
平
成
二
十
五
年
総
務
省
告
示
第
百
十

二
号
（
政
党
助
成
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党

の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
と

お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

四
自
由
民
主
党
の
部
f

支
部
の
数
中
「
七
、
二
五
九
」

を
「
七
、
二
五
五
」
に
改
め
る
。

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
六
号

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
八
日
に
任
期
が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
う
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
に
お
け
る
比
例
代
表
選

出
議
員
の
選
挙
に
係
る
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
、
略
称
等
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

神
Ä

浩
昭

届
出
年
月
日

政
党
そ
の
他

の
政
治
団
体

の
名
称

略

称

本

部

の

所

在

地

代
表
者

の
氏
名

平
成
二
十
五
年
四
月

三
十
日

生せ
い

活か
つ

の
党と
う

生せ
い

活か
つ

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
e

一
二
e

八
永
田

町
Ｓ
Ｒ
ビ
ル
三
階

小
沢

一
郎

平
成
二
十
五
年
四
月

三
十
日

自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

自じ

民み
ん

党と
う

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
丁
目
一
一
番
二
三

号

安
倍

晋
三

平
成
二
十
五
年
四
月

三
十
日

公こ
う

明め
い

党と
う

公こ
う

明め
い

東
京
都
新
宿
区
南
元
町
一
七
番
地

山
口
那
津
男

平
成
二
十
五
年
四
月

三
十
日

み
ど
り
の
風か

ぜ

み
ど
り

東
京
都
品
川
区
上
大
崎
三
e

三
e

九
e

七
一
七

谷
岡

郁
子

平
成
二
十
五
年
四
月

三
十
日

日に

本ほ
ん

共き
よ
う

産さ
ん

党と
う

共き
よ
う

産さ
ん

党と
う

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
四
丁
目
二
六
番
七
号

志
位

和
夫

平
成
二
十
五
年
四
月

三
十
日

み
ん
な
の
党と

う

み
ん
な

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
e

六
e

一
平
河
町

ビ
ル
九
階

渡
辺

喜
美

平
成
二
十
五
年
四
月

三
十
日

新し
ん

党と
う

改か
い

革か
く

改か
い

革か
く

東
京
都
港
区
赤
坂
二
e

八
e

一
五
オ
リ
エ
ン
ト

ニ
ュ
ー
赤
坂
二
〇
二

Å
添

要
一

平
成
二
十
五
年
四
月

三
十
日

社し
や

会か
い

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

社し
や

民み
ん

党と
う

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
e

四
e

三
永
田
町

ビ
ル
七
階

福
島

瑞
穂

平
成
二
十
五
年
四
月

三
十
日

日に
つ

本ぽ
ん

維い

新し
ん

の
会か
い

維い

新し
ん

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
一
e

一
七
e

一

六
三
栄
長
堀
ビ
ル
二
階

石
原
慎
太
郎

平
成
二
十
五
年
四
月

三
十
日

太た
い

陽よ
う

の
党と
う

太た
い

陽よ
う

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
一
一
番
二
八
号
常
和

赤
坂
一
丁
目
ビ
ル
一
〇
階

島

武
志

平
成
二
十
五
年
五
月

一
日

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

民み
ん

主し
ゆ

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
丁
目
一
一
番
一
号

三
宅
坂
ビ
ル

海
江
田
万
里

〇
法
務
省
告
示
第
百
九
十
三
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七

条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日法

務
大
臣

谷
垣

禎
一

山
口
地
方
法
務
局
所
属

星
野

明
一

〇
法
務
省
告
示
第
百
九
十
二
号

石
川
県
羽
咋
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅
失

し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に

掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日
ま
で
に
、
同

市
長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
羽
咋
市
役
所
又
は
金
沢
地
方
法
務
局
七
尾
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日法

務
大
臣

谷
垣

禎
一

石
川
県
羽
咋
郡
羽
咋
町
サ
四
十
六
番
地

永
井

Æ
吉

™
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